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  また新たな１年を迎え、よりよいスタートに向けて 

日常活動の見直しとセンター活動を一層充実させて、 

子どもや若者にやさしい湖南市づくりを目指します。 

       

～少年補導委員会啓発部による「着ぐるみ人形劇」～ 

                

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

「薬物乱用防止啓発標語」 

ちょっとだけ その気持ちが 命とり  田 遥琥さん（令和４年度水戸小学校卒） 

薬物を ことわる勇気 もっておこう  小泉 華乃さん（令和４年度石部南小学校卒） 
 

補導委員さんの熱演に子どもたちは、まるで自分ごとのように劇

に入り込み、してはいけないこと、悪いことを指摘したり、良いこと

やわかったことには、「うん、うん」とうなずいたりして学んでくれ

ています。学校からは寄り道せず帰ること、親切そうでも知らない人

にはついて行かないこと、大声で大人に知らせることなど、子ども自

身にも身を守る力をつけてほしいです。 

身近に起こりそうな「声掛け・誘拐
ゆうかい

」 

から身を守るために何が大切か、万が

一そういう場面に出会ったら、どう行

動すればよいのか、子どもたちに関心

を持ってもらえるよう演じています。 

 

ダメだ！行ったら

ダメだ！ 

ついて行ったらアカーン!! 

そのサル（犯人役）が連れていったー!! 

と大さわぎの子どもたち 

 

大きな声で 

呼んでくれるかな 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

「薬物乱用防止啓発標語」 

明るい未来 そのひと粒で 消えてしまう 南 響子さん（令和４年度岩根小学校卒） 

薬物で 人生終わる まじやめよ    上田 直史さん（令和４年度石部南小学校卒） 

補導委員会研修会として、草津市にある「やんちゃ寺」の理事長 佐藤す

みれさんを講師にお招きしました。このやんちゃ寺は様々な理由で自分の居

場所がないと感じる中・高生のために作られました。若者の死因第１位が「自

死」という日本。若者が自分の価値を希薄にしていき、悲しい未来になるこ

とにストップをかけたい。たとえ、今いる場所で自分が否定され排除されて

いると感じても、その一か所がすべてではない。一か所ダメでも他が

ある。認められたり頼りにされたり今のままでいいよと言ってもらえる場所

がある。そんな場所が今の若者に必要だ、と。この研修会を通して、少年セ

ンターとして、地域の大人として、身近な日常の取り組みから何かできるこ

とは他にはないかと考えさせられる、パワーのある魅力的な活動に学びまし

た。 

青少年が有害図書を簡単に見られない、

刃物やエアガン、年齢制限付ゲームを簡単

に購入できない等の工夫をしているかどう

か、市内約５０店舗に協力をいただき立入

調査を行っています。年々課題がなくなり、

青少年にやさしいまちになっています。 
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祝 

【編集後記】 小学校や園での人形劇で子どもたちの大声援。思ったことをそのまま出して表現してステ
キです。でも年齢とともに、だんだん自分の今のままを出しにくくなって、しんどさを抱える若者。周り
の大人や地域にも何とか支えよう、寄り添っていこうという活動があります。こういう活動がいつか子ど
もや若者にやさしい社会となっていくよう、そんな未来を「近い未来」にできるようやり続けたいです。 


